
港湾・空港事業関係
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長
府

地
区

唐
戸

地
区

東
港

地
区

岬
之

町
地

区

本
港

地
区

西
山

地
区

新
港

地
区

下
関

港
国

際
ク

ル
ー

ズ
拠

点
整

備
事

業
（
水

深
1
2
m

）
【
直

轄
】

し
も

の
せ

き
こ

う

■
事

業
概

要

下
関

港

港
空

－
1

○
我

が
国

港
湾

へ
の

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

需
要

の
大

幅
な

伸
び

を
踏

ま
え

、
「
官

民
連

携
に

よ
る

国
際

ク
ル

ー
ズ

拠
点

」
を

形
成

す
る

港
湾

に
選

定
さ

れ
た

下
関

港
に

お
い

て
、

港
湾

施
設

の
整

備
を

行
い

ま
す

。

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
岸

壁
の

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

岸
壁

（
水

深
1
2
m

）

新
港

地
区

凡
例

整
備

箇
所

事
業
費
：
1
,
2
7
0
百
万
円

継
続
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下
関

港
海

岸
直

轄
海

岸
保

全
施

設
整

備
事

業
【
直

轄
】

■
事
業
概
要

○
平
成
１
１
年
の
台
風
１
８
号
で
発
生
し
た
高
潮
に
よ
っ
て
背
後
地
域
が
甚
大
な
浸
水
被
害
を
受
け
た
こ
と
等
か
ら
、
長
府
・
壇
ノ
浦
地
区

及
び
山
陽
地
区
に
お
い
て
、
高
潮
対
策
と
し
て
既
設
の
護
岸
の
改
良
や
水
門
設
置
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

し
も

の
せ

き
こ

う
か

い
が

ん

凡
例

整
備

箇
所

下
関

港
海

岸

長
府

・
壇

ノ
浦

地
区

山
陽

地
区

越
波

状
況

平
成

1
1
年

9
月

台
風

1
8
号

に
よ

る
背

後
地

域
の

浸
水

状
況

平
成

1
1
年

9
月

台
風

1
8
号

に
よ

る
護

岸
及

び
道

路
の

被
災

状
況

事
業
費
：
1
,
1
3
7
百
万
円

港
空

－
2

継
続
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北
九

州
港

に
お

け
る

港
湾

整
備

事
業

【
直

轄
】

き
た

き
ゅ

う
し

ゅ
う

こ
う

新
門

司
地

区

凡
例

整
備

箇
所

響
灘

東
地

区

岸
壁

（
水

深
1
0
m

）

岸
壁

（
水

深
1
0
m

）

岸
壁

（
水

深
7
.5

m
）

（
耐

震
）
（
改

良
）

泊
地

（
水

深
1
0
m

）

航
路

（
水

深
1
0
m

）

港
空

－
3

①
新

門
司

地
区

複
合

一
貫

輸
送

タ
ー

ミ
ナ

ル
整

備
事

業
（
水

深
1
0
ｍ

等
）

■
事

業
概

要

○
完

成
自

動
車

等
の

輸
送

量
増

大
、

船
舶

大
型

化
へ

の
対

応
及

び
ト

ラ
ッ

ク
ド

ラ
イ

バ
ー

不
足

に
よ

る
長

距
離

国
内

物
流

機
能

へ
の

対
応

を
図

る
と

と
も

に
、

大
規

模
地

震
発

生
時

に
お

い
て

も
、

長
距

離
フ

ェ
リ

ー
の

国
内

海
上

輸
送

機
能

の
維

持
の

た
め

整
備

を
行

い
ま

す
。

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
岸

壁
、

航
路

の
整

備
を

実
施

し
ま

す
。

〇
洋

上
風

力
発

電
設

備
の

効
率

的
な

輸
送

・
建

設
を

可
能

と
し

、
洋

上
風

力
発

電
の

導
入

促
進

を
図

る
た

め
、

岸
壁

の
整

備
、

地
耐

力
強

化
等

の
港

湾
施

設
の

整
備

に
着

手
し

ま
す

。

〇
令

和
2
年

度
新

規
事

業
着

手

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
岸

壁
、

泊
地

の
整

備
を

実
施

し
ま

す
。

②
響

灘
東

地
区

国
際

物
流

タ
ー

ミ
ナ

ル
整

備
事

業
（
水

深
1
0
ｍ

等
）

■
事

業
概

要

北
九

州
港

岸
壁

(水
深

1
0
m

)
（
地

耐
力

強
化

）

泊
地

(水
深

1
0
m

)

航
路

・
泊

地
(水

深
9
m

)

①
②

事
業
費
：
1
,
5
5
0
百
万
円

事
業
費
：
1
,
0
4
8
百
万
円

部
分

供
用

新
規
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博
多

港
ア

イ
ラ

ン
ド

シ
テ

ィ
地

区
国

際
海

上
コ

ン
テ

ナ
タ

ー
ミ

ナ
ル

整
備

事
業

(水
深

1
5
ｍ

)【
直

轄
】

は
か

た
こ

う

港
空

－
4

■
事

業
概

要

○
海

外
ト

ラ
ン

シ
ッ

プ
の

回
避

・
ダ

イ
レ

ク
ト

輸
送

化
等

に
よ

る
物

流
効

率
化

と
国

際
競

争
力

の
強

化
を

図
る

た
め

、
コ

ン
テ

ナ
貨

物
の

需
要

の
増

大
に

対
応

し
た

コ
ン

テ
ナ

タ
ー

ミ
ナ

ル
並

び
に

港
湾

関
連

車
両

の
円

滑
な

物
流

動
線

を
確

保
す

る
た

め
臨

港
道

路
の

整
備

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
係

留
延

長
の

不
足

に
よ

り
生

じ
て

い
る

滞
船

の
解

消
を

目
的

と
し

て
岸

壁
の

整
備

を
行

い
ま

す
。

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
岸

壁
及

び
臨

港
道

路
の

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

博
多

港

事
業
費
：
7
,
4
0
9
百
万
円

部
分

供
用

臨
港

道
路

岸
壁

(水
深

15
m

)(延
伸

)

香
椎

パ
ー

ク
ポ

ー
ト

地
区

箱
崎

ふ
頭

地
区

ア
イ

ラ
ン

ド
シ

テ
ィ

地
区

凡
例

整
備

箇
所

中
央

ふ
頭

地
区
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現
滑

走
路

２
，

８
０

０
ｍ

×
６

０
ｍ

増
設

滑
走

路
２

，
５

０
０

ｍ
×

６
０

ｍ

滑
走

路
間

隔
２

１
０

ｍ

福
岡

空
港

滑
走

路
増

設
事

業
【
直

轄
】

福
岡

空
港

■
滑
走
路
増
設
事
業
の
概
要

○
目
的
：
福
岡
空
港
で
慢
性
的
に
発
生
し
て
い
る
ピ
ー
ク
時
の
航
空
機
混
雑
の
抜
本
的
な
能
力
向
上
を
目
指
し
、
受
入
環
境
整
備
の
推
進

○
供
用
開

始
予
定
日

：
令
和
7
年

3
月

3
1
日

※
航
空

法
第

4
0
条

に
基
づ
く

告
示

◆
令
和
2
年
度
の
事
業
内
容
：
用
地
造
成
、
滑
走
路
新
設
、
誘
導
路
新
設
等
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

▲
到

着
機

▲
▲

平
行

誘
導

路
で

待
機

中
（
出

発
機

）

【
滑

走
路
南
端
部

】

取
付

誘
導

路
で

待
機

中
（
出

発
機

）
▼

▲
▲

平
行

誘
導

路
で

待
機

中
（
出

発
機

）

取
付

誘
導

路
で

待
機

中
（
出

発
機

）
▼

出
発

機
▼

▲
取

付
誘

導
路

で
待

機
中

（
出

発
機

）

【
滑
走
路
北
端
部
】

取
付

誘
導

路
で

待
機

中
（
出

発
機

）
▼

▲
取

付
誘

導
路

で
待

機
中

（
出

発
機

）

事
業
費
：
1
5
,
1
4
8
百
万
円

港
空

－
5

継
続
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苅
田

港
国

際
物

流
タ

ー
ミ

ナ
ル

整
備

事
業

(水
深

1
3
ｍ

)【
直

轄
】

か
ん

だ
こ

う

港
空

－
6

■
事

業
概

要

○
石

炭
等

の
貨

物
の

増
加

及
び

船
舶

の
大

型
化

へ
の

対
応

す
る

た
め

に
、

岸
壁

の
整

備
を

行
い

物
流

の
効

率
化

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
航

行
船

舶
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

、
泊

地
の

整
備

を
行

い
ま

す
。

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
岸

壁
、

航
路

及
び

泊
地

の
整

備
を

実
施

し
ま

す
。

航
路

(水
深

1
3
m

)

泊
地

(水
深

1
3
m

)

岸
壁

(水
深

1
3
m

)

新
松

山
地

区

本
港

地
区

南
港

地
区

事
業
費
：
2
,
2
0
0
百
万
円

部
分

供
用

苅
田

港

凡
例

整
備

箇
所

61



伊
万

里
港

（
七

ツ
島

地
区

）
国

際
物

流
タ

ー
ミ

ナ
ル

整
備

事
業

（
水

深
1
3
m

）
【
直

轄
】

■
事

業
概

要

○
コ

ン
テ

ナ
物

流
の

機
能

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
物

流
タ

ー
ミ

ナ
ル

の
整

備
と

と
も

に
、

港
湾

関
係

車
両

の
円

滑
な

物
流

動
線

を
確

保
す

る
た

め
の

臨
港

道
路

の
整

備
を

行
い

ま
す

。

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
臨

港
道

路
の

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

い
ま

り
こ

う
な

な
つ

じ
ま

伊
万

里
港

凡
例

整
備

箇
所

岸
壁

（
水

深
1
3
m

）

航
路

泊
地

（
水

深
1
3
m

）

七
ツ

島
地

区

七
ツ

島
地

区
浦

ノ
崎

地
区

久
原

北
地

区

久
原

南
地

区
瀬

戸
地

区

臨
港

道
路港

空
－

7

事
業
費
：
72
0百

万
円

継
続
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長
崎

港
松

が
枝

地
区

旅
客

船
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備

事
業

（
水

深
1
2
m
）
【
直

轄
・
補

助
】

な
が

さ
き

こ
う

○
長
崎
港
松
が
枝
地
区
に
お
い
て
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
に
対
応
し
た
港
湾
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

〇
令

和
2
年

度
新

規
事
業
着
手

◆
令

和
2
年

度
の

事
業
内
容

：
岸
壁
及
び
道

路
の
整
備
の
た
め
の
設
計
・
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
事

業
概

要

長
崎

港

港
空

－
8

小
ヶ
倉
地
区

松
が

枝
地

区

泊
地

(
水

深
1
2
m
)

【
直

轄
】

岸
壁

(
水

深
1
2
m
)

【
直

轄
】

臨
港

道
路

【
補

助
】

凡
例

整
備

箇
所

土
井
首
地
区

香
焼
地
区

毛
井
首
地
区

皇
后
地
区

常
盤

・
出

島
地

区

元
船

地
区

事
業

費
：

2
0
0
百

万
円

新
規

63



厳
原

港
（
厳

原
地

区
）
離

島
タ

ー
ミ

ナ
ル

整
備

事
業

（
水

深
7
.5

ｍ
等

）
【
直

轄
・
補

助
】

い
づ

は
ら

こ
う

○
フ

ェ
リ

ー
等

乗
降

客
の

安
全

性
・
利

便
性

向
上

、
荷

役
の

効
率

化
及

び
既

存
係

留
施

設
の

老
朽

化
に

対
応

し
た

タ
ー

ミ
ナ

ル
の

整
備

を
行

い
ま

す
。

〇
令

和
2
年

度
直

轄
事

業
完

了

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
岸

壁
及

び
道

路
の

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

■
調

査
概

要

厳
原

港

港
空

－
9

厳
原

地
区

久
田

地
区

岸
壁

(水
深

5
.5

m
)(
改

良
)

【
直

轄
】

道
路

(H
)

【
補

助
】

岸
壁

(水
深

7
m

)
【
補

助
】

凡
例

整
備

箇
所

事
業
費
：
52
8百

万
円

部
分

供
用

64



八
代

港
外

港
地

区
国

際
物

流
タ

ー
ミ

ナ
ル

改
良

事
業

（
水

深
1
4
m

）
【
直

轄
】

■
事

業
概

要

○
九

州
中

央
に

位
置

す
る

穀
物

飼
料

原
料

の
取

扱
い

タ
－

ミ
ナ

ル
と

し
て

、
船

舶
の

大
型

化
に

よ
る

輸
送

コ
ス

ト
の

削
減

を
図

る
た

め
、

既
存

タ
－

ミ
ナ

ル
の

改
良

を

行
い

ま
す

。

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
航

路
の

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

や
つ

し
ろ

こ
う

八
代

港

港
空

－
10

凡
例

整
備

箇
所

外
港

地
区

加
賀

島
地

区

航
路

(水
深

1
4
m

)

事
業
費
：
1
,
7
9
0
百
万
円

継
続

65



海
洋

環
境

整
備

事
業

【
直

轄
】

○
瀬

戸
内

海
及

び
有

明
・
八

代
海

に
お

い
て

、
船

舶
航

行
の

安
全

確
保

と
海

域
環

境
の

保
全

を
図

る
た

め
、

海
洋

環
境

整
備

船
に

よ
る

浮
遊

ご
み

回
収

を
実

施
し

ま
す

。

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
引

き
続

き
、

海
洋

環
境

整
備

船
に

よ
る

浮
遊

ご
み

回
収

を
実

施
し

ま
す

。

■
事

業
概

要

「
が

ん
り

ゅ
う

」
（
瀬

戸
内

海
）
に

よ
る

浮
遊

ご
み

（
萱

・
草

）
の

回
収

瀬
戸

内
海

有
明

・
八

代
海

管
轄

区
域

多
関

節
ク

レ
ー

ン
に

よ
る

流
木

の
回

収
回

収
し

た
流

木
浮

遊
ご

み
（
萱

・
草

）

「
海

煌
（
か

い
こ

う
）
」
（
有

明
・
八

代
海

）
に

よ
る

流
木

の
回

収

港
空

－
11

事
業
費
：
59
7百

万
円

継
続

66



大
分

港
に

お
け

る
港

湾
整

備
事

業
【
直

轄
・
補

助
】

お
お

い
た

こ
う

大
在

西
地

区

大
在

地
区

大
在

東
地

区

坂
の

市
地

区

大
分

港

港
空

－
12

道
路

①
大

在
西

地
区

複
合

一
貫

輸
送

タ
ー

ミ
ナ

ル
整

備
事

業
（
水

深
9
ｍ

）
【
直

轄
】

■
事

業
概

要
○

ト
ラ

ッ
ク

ド
ラ

イ
バ

ー
不

足
や

労
働

時
間

規
制

に
よ

る
、

モ
ー

ダ
ル

シ
フ

ト
の

需
要

が
増

加
し

て
い

る
中

、
大

分
港

に
お

け
る

Ｒ
Ｏ

Ｒ
Ｏ

船
の

増
便

及
び

岸
壁

の
水

深
不

足
に

対
応

に
む

け
た

施
設

を
整

備
し

ま
す

。

〇
令

和
2
年

度
新

規
着

手

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
岸

壁
及

び
泊

地
の

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

〇
現

在
行

き
止

ま
り

と
な

っ
て

い
る

臨
港

道
路

を
幹

線
道

路
（
国

道
１

９
７

号
）
と

接
続

さ
せ

、
港

湾
関

係
車

両
の

円
滑

な
動

線
を

確
保

し
、

利
便

性
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

臨
港

道
路

の
整

備
を

行
い

ま
す

。

〇
令

和
2
年

度
個

別
補

助
事

業
化

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
道

路
の

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

②
坂

ノ
市

地
区

臨
港

道
路

細
馬

場
線

整
備

事
業

【
補

助
】

■
事

業
概

要

岸
壁
(
水

深
9
m
)(
耐

震
)

泊
地

(
水

深
9
m
)

中
防

波
堤

西
防

波
堤

凡
例

整
備

箇
所

①

②

事
業
費
：
23
0百

万
円

事
業
費
：
15
2百

万
円

新
規

新
規

67



大
分

港
海

岸
直

轄
海

岸
保

全
施

設
整

備
事

業
【
直

轄
】

お
お

い
た

こ
う

か
い

が
ん

■
事
業
概
要

○
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
津
波
の
切
迫
性
に
加
え
、
台
風
時
の
高
波
・
高
潮
に
よ
っ
て
背
後
地
域
が
浸
水
被
害
を
受
け
た
こ
と
等
か
ら
、
住
吉

地
区
、
津
留
地
区
、
乙
津
地
区
及
び
鶴
崎
地
区
に
お
い
て
、
津
波
・
高
潮
対
策
と
し
て
護
岸
（
改
良
）
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

住
吉

地
区

津
留

地
区

乙
津

地
区

鶴
崎

地
区

凡
例

整
備

箇
所

大
分

港
海

岸

高
波

浪
に

よ
る

吸
い

出
し

に
伴

う
水

た
た

き
の

陥
没

状
況

平
成

2
6
年

1
0
月

台
風

1
9
号

に
よ

る
背

後
の

浸
水

状
況

事
業
費
：
1
,
5
2
4
百
万
円

港
空

－
13

継
続

68



細
島

港
に

お
け

る
港

湾
整

備
事

業
【
直

轄
・
補

助
】

①
外

港
地

区
防

波
堤

整
備

事
業

【
直

轄
】

■
事

業
概

要

○
港

内
の

静
穏

度
を

確
保

し
、

荒
天

時
に

お
け

る
荷

役
作

業
の

効
率

化
、

船
舶

の
安

全
性

の
確

保
並

び
に

津
波

浸
水

被
害

の
低

減
を

図
る

た
め

、

防
波

堤
の

整
備

を
行

い
ま

す
。

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
防

波
堤

の
整

備
を

実
施

し
ま

す
。

ほ
そ

し
ま

こ
う

外
港

地
区

①
防

波
堤

(南
沖

)

凡
例

整
備

箇
所

商
業

港
地

区

工
業

港
地

区

白
浜

地
区

G
o
o
gl

e
 E

ar
th

②
防

波
堤

〇
南

海
ト

ラ
フ

地
震

等
の

大
規

模
地

震
・
津

波
対

策
を

実
施

し
ま

す
。

◆
令

和
2
年

度
完

了

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
防

波
堤

の
整

備
を

実
施

し
ま

す
。

②
白

浜
地

区
津

波
防

波
堤

整
備

事
業

【
補

助
】

■
事

業
概

要

港
空

－
1
4

細
島

港

事
業
費
：
40
0百

万
円

事
業
費
：
25
6百

万
円

継
続

供
用
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油
津

港
（
東

地
区

）
国

際
物

流
タ

ー
ミ

ナ
ル

整
備

事
業

（
水

深
1
2
m

等
）
【
補

助
】

あ
ぶ

ら
つ

こ
う

○
大

規
模

地
震

発
生

し
た

場
合

、
油

津
港

背
後

の
宮

崎
県

南
地

域
の

緊
急

物
資

輸
送

の
拠

点
と

し
て

、
耐

震
岸

壁
を

整
備

し
ま

す
。

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
耐

震
強

化
岸

壁
の

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

■
事

業
概

要

油
津

港

凡
例

整
備

箇
所

東
地

区
大

節
地

区

岸
壁

（
水

深
1
2
m

）
（
改

良
）

※
耐

震
強

化
岸

壁

G
o
o
gl

e
 E

ar
th

港
空

－
1
5

事
業
費
：
1
,
2
6
0
百
万
円

部
分

供
用

70



本
港

区

新
港

区

鴨
池

港
区

中
央

港
区

谷
山

一
区

鹿
児

島
港

に
お

け
る

港
湾

整
備

事
業

【
直

轄
】

か
ご

し
ま

こ
う

鹿
児

島
港

港
空

－
16

①
国

際
ク

ル
ー

ズ
拠

点
整

備
事

業
■

事
業

概
要

○
我

が
国

港
湾

へ
の

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

需
要

の
大

幅
な

伸
び

を
踏

ま
え

、
「
官

民
連

携
に

よ
る

国
際

ク
ル

ー
ズ

拠
点

」
を

形
成

す
る

港
湾

に
選

定
さ

れ
た

鹿
児

島
港

に

お
い

て
、

港
湾

施
設

の
整

備
を

行
い

ま
す

。

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
岸

壁
及

び
航

路
・
泊

地
の

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

②
鴨

池
中

央
港

区
臨

港
道

路
整

備
事

業
■

事
業

概
要

○
港

湾
物

流
の

円
滑

化
を

図
り

離
島

へ
供

給
す

る
生

活
物

資
の

安
定

供
給

を
目

的
と

し
て

、
臨

港
道

路
の

整
備

を
行

い
ま

す

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
臨

港
道

路
の

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

①
岸

壁
(水

深
1
0
m

)

①
航

路
・
泊

地
(水

深
1
0
m

)

②
臨

港
道

路

凡
例

整
備

箇
所

事
業
費
：
2
,
2
8
8
百
万
円

事
業
費
：
1
,
5
0
0
百
万
円

継
続

継
続
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志
布

志
港

に
お

け
る

港
湾

整
備

事
業

【
直

轄
】

■
事

業
概

要

○
貨

物
増

加
及

び
貨

物
船

の
大

型
化

に
対

応
し

､係
留

延
長

の
不

足
に

よ
り

生
じ

て
い

る
滞

船
の

解
消

を
目

的
と

し
て

岸
壁

の
延

伸
を

行
い

ま
す

。

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
岸

壁
の

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

し
ぶ

し
こ

う

志
布

志
港

■
事

業
概

要

①
新

若
浜

地
区

国
際

物
流

タ
ー

ミ
ナ

ル
整

備
事

業
（
水

深
1
4
m

）

②
新

若
浜

地
区

ふ
頭

再
編

改
良

事
業

（
水

深
1
4
m

）

○
南

九
州

地
方

の
畜

産
業

を
支

え
る

穀
物

の
輸

入
・
移

出
拠

点
と

し
て

、
企

業
間

の
連

携
に

よ
る

大
量

一
括

輸
送

に
対

応
し

た
輸

入
拠

点
及

び
効

率
的

な
海

上
輸

送
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

を
形

成
す

る
た

め
の

整
備

を
行

い
ま

す
。

◆
令

和
2
年

度
の

事
業

内
容

：
岸

壁
の

整
備

を
実

施
し

ま
す

。

港
空

－
17

事
業
費
：
1
,
3
8
0
百
万
円

事
業
費
：
22
0百

万
円

部
分

供
用

継
続
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指
宿

港
海

岸
直

轄
海

岸
保

全
施

設
整

備
事

業
【
直

轄
】

い
ぶ

す
き

こ
う

か
い

が
ん

■
事
業
概
要

○
砂
浜
の
著
し
い
侵
食
と
既
設
護
岸
の
老
朽
化
に
よ
り
、
台
風
時
の
高
波
・
高
潮
に
よ
っ
て
背
後
地
域
の
浸
水
被
害
や
背
後
道
路
の
陥
没
等

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
湯
の
浜
地
区
に
お
い
て
、
侵
食
対
策
と
し
て
離
岸
堤
（
改
良
）
や
養
浜
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

湯
の

浜
地

区

背
後

道
路

の
陥

没
状

況

越
波

状
況

指
宿

港
海

岸

凡
例

整
備

箇
所

事
業
費
：
98
4百

万
円

港
空

－
18

継
続
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都市・住宅事業関係

74



■
北
部
九
州
の
広
域
的
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
に
対
応
し
た
整
備

○
本
公
園
は
、
北
部
九
州
の
広
域
的
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
整
備
を
進
め
て
い
る
国
営
公
園
。

○
現
在
ま
で
約
2
9
8
h
a
が
供
用
中
。

○
引
き
続
き
、
玄
界
灘
海
浜
部
の
敷
地
造
成
や
給
排
水
設
備
耐
震
改
修
、
駐
車
場
再
整
備
等
を
行
う
こ
と
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要

へ
の
対
応
の
充
実
や
環
境
学
習
の
場
の
提
供
を
図
る
。

都
市

公
園

事
業

（
海

の
中

道
海

浜
公

園
）

都
住

－
１

玄
界
灘
海
浜
部
の
敷
地
造
成
等
整
備

駐
車
場
再
整
備

給
排
水
設
備
耐
震
改
修

継
続

事
業
費
：
1
,
1
1
3
百
万
円

75



Ｊ
Ｒ
筑

豊
本

線
・
鹿

児
島

本
線

（
折

尾
駅

付
近

）
連

続
立

体
交

差
事

業
【
補

助
】

都
住

－
２

■
折
尾
駅
周
辺
を
縦
横
に
走
る
鉄
道
に
よ
り
、
市
街
地
の
分
断
や
踏
切
に
よ
る
交
通
渋
滞
が
慢
性
化
し
て
い
る
た
め
、
鉄
道
を
連
続
立
体

交
差
化
し
、
９
箇
所
の
踏
切
を
除
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
の
解
消
、
住
環
境
の
改
善
、
ま
ち
の
一
体
化
と
回
遊
性
の
確
保
等

を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
結
節
機
能
の
強
化
を
図
る
。

■
Ｒ
２
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
高
架
切
替
及
び
新
駅
舎
完
成
を
目
指
し
、
事
業
を
推
進
。

《
位
置
図

》

《
平
面
図
》

《
諸
元
等
》

小
倉

北
区

小
倉

南
区

門
司

区

八
幡

東
区

八
幡

西
区

若
松

区

戸
畑

区

当
該
箇
所

＜
 
北

九
州

市
 
＞

・
踏
切
交
通
遮
断
量
が
1
0
0
％
削
減
さ
れ
、
交
通
渋
滞
が
解
消

（
1
8
1
,
3
9
3
人
台
・
時
間
／
日

⇒
0
人
台
・
時
間
／
日
）

・
新
し
い
駅
舎
や
駅
前
広
場
の
整
備
に
よ
る
交
通
結
節
機
能
の
向
上

・
連
続
立
体
交
差
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
の
一
体
化
に
よ
る
回
遊
性
が
向
上

《
効
果
》

整
備

前
整

備
後

事
業

主
体

：
北
九
州
市

事
業

区
間

：
筑
豊
本
線

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
千
代
ケ
崎
一
丁
目
～
大
膳
二
丁
目
）

鹿
児
島
本
線
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
長
崎
町
～
美
吉
野
町
）

事
業

期
間

：
平
成
１
６
年
度
～
令
和
４
年
度

延
長

：
約

４
．
５
㎞

除
却

踏
切

数
：
９
箇
所

ち
く
ほ
う
ほ
ん
せ
ん

や
は
た
に
し
く

ち
よ

が
さ

き
だ
い
ぜ
ん

か
ご
し
ま
ほ
ん
せ
ん

や
は
た
に
し
く

な
が
さ
き
ま
ち

み
よ
し
の
ま
ち

②
国

道
踏

切
②

国
道

踏
切

①
②

③
④

⑤

⑥
⑦ ⑧

⑨

除
却

踏
切

一
覧

踏
切

名

①
八

幡
町

通
り

踏
切

（
ハ

チ
マ

ン
チ

ョ
ウ

ド
ウ

リ
）

②
国

道
踏

切
（

コ
ク

ド
ウ

）

③
日

吉
町

踏
切

（
ヒ

ヨ
シ

マ
チ

）

④
鷹

見
踏

切
（

タ
カ

ミ
）

⑤
本

町
通

り
踏

切
（

ホ
ン

マ
チ

ド
オ

リ
）

⑥
四

反
田

踏
切

（
ヨ

ン
タ

ン
ダ

）

⑦
川

端
通

り
踏

切
（

カ
ワ

バ
タ

ド
オ

リ
）

⑧
天

神
町

踏
切

（
テ

ン
ジ

ン
チ

ョ
ウ

）

⑨
大

膳
1

踏
切

（
ダ

イ
ゼ

ン
イ

チ
）

(H31.3高架化完了）

凡
例

9
箇

所

既
設

国
道

既
存

線
（
高
架
切
替
後
撤
去
）

既
存

線

対
象

区
間

除
却

踏
切

継
続

ち
く

ほ
う

お
り

お

事
業
費
：
2
,
5
0
0
百
万
円

76



事
業

間
連

携
下

水
道

事
業

「
小

倉
北

区
昭

和
町

地
区

」
（
福

岡
県

北
九

州
市

）

○
北
九
州
市
の
小
倉
都
心
部
で
は
、
近
年
局
地
的
豪
雨
に
よ
る
中
小
河
川
等
か
ら
の
溢
水
に
よ
り
、
浸
水
被
害
が
多
発
し
て
い
る
。

特
に
平
成
２
５
年
７
月
豪
雨
で
は
、
観
測
史
上
第
一
位
の
7
3
.0
m
m
/
h
の
豪
雨
が
観
測
さ
れ
、
多
く
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。

○
こ
の
た
め
、
対
象
流
域
に
お
け
る
河
川
の
水
位
低
下
及
び
浸
水
被
害
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
下
水
道
と
河
川
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ

対
策

を
実

施
中

。
○

事
業
間
連
携
下
水
道
事
業
に
よ
り
、
小
倉
都
心
部
の
う
ち
昭
和
町
地
区
に
お
い
て
、
河
川
（
紫
川
・
神
嶽
川
）
の
整
備
と
併
せ
て
雨
水
貯

留
管

を
整

備
す
る
こ
と
で
、
事
業
効
果
の
早
期
発
現
を
図
る
。

平
成

２
５
年

７
月

豪
雨

浸
水
被

害
範

囲
が

大
幅

に
減
少

の
見

込
み

床
上

浸
水

：
6
戸

床
下

浸
水

：
19
2
戸

床
上
浸
水
：
0戸

床
下
浸
水
：
2戸

整
備
前

※
河
川
部
局
に
よ
る
紫
川
・
神
嶽
川
の
整
備
（
河
床
掘
削
、
築
堤
等
）効

果
も
含
む

整
備

後

 
雨

水
貯

留
管

イ
メ

ー
ジ

 

雨
水

貯
留

管

こ
く
ら

こ
く
ら

し
ょ
う
わ
ま
ち

↑Ｊ
Ｒ
小
倉
駅

↑Ｊ
Ｒ
小
倉
駅

北
九

州
市

役
所

北
九
州
市
役
所

む
ら
さ
き
が

わ
か

ん
た
け
が

わ

都
住

－
3

《
事
業
の
効
果
》

○
事
業
主
体

：
北
九
州
市

○
事
業
内
容

：
雨
水
貯
留
管

Φ
3,

00
0、

L=
1,

50
0m

V=
9,

50
0㎥

(プ
ー
ル

約
26

杯
分

) 

《
諸
元
等
》

【
浸
水
深
】

1
4
5
c
m
以
上

(
床
上
浸
水
1m
 
 
以
上
)
 
 
 
  

9
5
c
m
以
上

～
1
4
5
c
m
未
満
(
床
上
浸
水
1m
 
 
未
満
)

4
5
c
m
以
上

～
9
5
c
m
未
満
(
床
上
浸
水
50
c
m
未
満
)

2
0
c
m
以
上

～
4
5
c
m
未
満
(
床
下
浸
水
)

1
c
m
以
上

～
2
0
c
m
未
満

実
績
浸
水
範
囲

整
備
前

整
備
後

（
浸
水
戸
数
）

河
川

改
修

《
位
置
図
》

継
続

事
業
費
：
1
,
4
0
0
百
万
円
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■
中
間
市
中
鶴
地
区

➢
老
朽
化
し
た
県
営
中
鶴
団
地
（
昭
和
４
５
～
５
０
年
度
建
設
）
、
中
間
市
営
住
宅
（
昭
和
４
４
～
５
０
年
度
建
設
）
に
つ
い

て
、
福
岡
県
、
中
間
市
が
連
携
し
て
建
替
事
業
等
を
実
施
。

➢
公
営
住
宅
の
建
替
え
等
に
併
せ
て
、
福
岡
県
と
中
間
市
が
良
好
な
景
観
形
成
及
び
住
環
境
・
防
災
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め

の
歩
道
等
の
整
備
等
を
連
携
し
、
円
滑
か
つ
効
率
的
な
建
替
事
業
等
を
実
施
。

➢
建
替
事
業
等
に
よ
り
耐
震
性
等
の
安
全
性
向
上
や
高
齢
社
会
対
応
住
宅
の
普
及
促
進
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
生
活
支
援
施

設
の
整
備
等
に
伴
い
、
地
域
の
拠
点
化
及
び
居
住
機
能
の
再
生
が
推
進
さ
れ
る
。

地
域

居
住

機
能

再
生

推
進

事
業

【
補

助
】

都
住
－
４

地
域
優
良
賃
貸
住
宅
（
中
間
市
）

中
間
市
中
鶴
地
区

概
要
図

な
か
づ
る

な
か
づ
る

な
か
づ
る

県
営

中
鶴
団
地

な
か

づ
る

継
続

事
業
費
：
2
,
9
6
4
百
万
円
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■
本
事
業
に
お
い
て
４
か
所
の
踏
切
を
除
却
す
る
こ
と
で
、
踏
切
事
故
及
び
交
通
渋
滞
を
解
消
さ
せ
る
と
と
も
に
、
分
断
さ
れ
た
市
街
地
を

一
体
化
さ
せ
、
都
市
の
活
性
化
を
図
る
。
ま
た
、
長
崎
駅
部
に
つ
い
て
は
九
州
新
幹
線
（
西
九
州
ル
ー
ト
）
及
び
長
崎
駅
周
辺
土
地
区
画
整

理
事
業
と
一
体
的
に
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
広
域
交
通
・
市
内
交
通
の
結
節
点
の
形
成
や
地
域
の
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る
。

■
Ｒ
２
年
度
は
鉄
道
施
設
撤
去
や
高
架
本
体
工
事
（
２
次
切
替
）
、
側
道
整
備
の
事
業
を
推
進
。

JR
長

崎
本

線
連

続
立

体
交

差
事

業
（
浦

上
駅

～
長

崎
駅

間
）
【
補

助
】

都
住

－
５

な
が

さ
き

な
が

さ
き

う
ら

か
み

【
平

面
図

】

路
線

全
体

図
・

当
該

区
間
を
赤
で
旗
揚
げ

・
ル

ビ

長
崎

ブ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル

事
業

区
間

長
崎

市
松

山
町

～
尾

上
町

Ｌ
＝

２
，

４
８

０
ｍ

土
地

区
画

整
理

事
業

新
長

崎
駅

竹
岩
橋
踏
切

た
け

い
わ

ば
し

梁
川

橋
踏
切

や
な

が
わ

ば
し

宝
町
踏
切

た
か
ら
ま
ち

幸
町

踏
切

さ
い
わ
い
ま
ち

長
崎

駅
周

辺
の

整
備

イ
メ
ー
ジ

【
位

置
図

】

■
土
地
利
用
の
転
換
に
よ
る
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
と
土
地
利
用
の
促
進

■
踏
切
除
却
に
よ
る
交
通
渋
滞
及
び
交
通
遮
断
の
解
消

（
整

備
後

）
（
整

備
前

）


長

崎
の

玄
関

口
に
ふ

さ
わ

し
い

都
市

拠
点

の
形
成


高

架
下

の
土

地
の
有

効
利

用


交

流
人

口
の

拡
大
・

都
市

経
済

活
動

の
活

性
化

長
崎

駅
周

辺
の

土
地

利
用

イ
メ
ー
ジ

・
踏
切
に
よ
る
交
通
遮
断
量

１
０
１
,
８
０
０
台
・
時
間
／
日

・
踏
切
に
よ
る
交
通
渋
滞
・
交
通
事
故

『
ゼ

ロ
！

』

【
効

果
】

【
諸

元
等

】

事
業
主
体

：
長
崎
県

事
業
区
間

：
長
崎
県
長
崎
市
松
山
町
～
尾
上
町

事
業
期
間

：
平
成
２
１
年
度
～
令
和
３
年
度

延
長

：
約
２
．
５
ｋ
ｍ

除
却
踏
切

：
４
か
所

ま
つ
や
ま
ま
ち

お
の
う
え
ま
ち

継
続

事
業
費
：
5
,
4
6
0
百
万
円
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（
都

）
水

前
寺

秋
津

線
L
=
2
,
8
8
7
ｍ
（
W
=
2
7
.0
ｍ
）
※
土
地
区
画
整
理
事
業
区
間
を
除
く

区
画

整
理

A
=
2
8
.
3
h
a

全
延

長
L=

約
3.
8㎞

（
街

路
事

業
L=

約
3.

1㎞
、
土

地
区

画
整

理
事
業

L=
約

70
0ｍ

）

4
4
3

L=
28
0ｍ

（
W=
22
.0

ｍ
）

（
都

）
益

城
中

央
線

ま
し
き
ち
ゅ
う
お
う
せ

ん
す
い
ぜ

ん
じ
あ
き
つ
せ

ん

県
道

熊
本

高
森

線
4
車

線
化

○
事
業
主
体

熊
本
県

○
施
⾏
期
間

H2
8年

度
〜
R7
年
度

○
全
体
延
⻑

L=
3,
16
7m

○
幅

員
W
=
27
.0
m

緊
急
輸
送
道
路
とし
て
の
防
災
機
能
の
向
上
を
図
る
とと
も
に
、創

造
的
復
興
の
シ
ンボ
ル
とし
て

町
の
中
⼼
軸
とな
る
県
道
熊
本
⾼
森
線
を
整
備

○
事
業
主
体

熊
本
県

○
施
⾏
⾯
積

約
28
.3
ha

○
施
⾏
期
間

H3
0年

度
〜
R9
年
度

町
の
中
⼼
部
（
⽊
⼭
地
区
）
に
お
い
て
、に
ぎ
わ
い
・健
康
・⽂
化

の
交
流
拠
点
を
整
備

益
城
中
央
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

益
城
中
央
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

、
（
都
）
益
城
中
央
線
ほ
か
１
線

■
本
地
区
は
、
平
成
２
８
年
熊
本
地
震
で
最
も
建
物
被
害
が
集
中
し
、
倒
壊
家
屋
に
よ
る
道
路
の
閉
塞
に
よ
り
避
難
経
路
が
確
保
で
き
な
い
な
ど
の
問
題
が
生
じ
た
こ
と
か
ら

、
被
災
し
た
建
物
の
早
期
再
建
と
と
も
に
町
の
都
市
拠
点
と
し
て
快
適
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
県
道
熊
本
高
森
線

(都
市

計
画

道
路

益
城

中
央

線
外

１
線

)の
整
備
と
合
わ
せ
た
区
画
の
再
編
を
図
る
。

■
R

2年
度
は
、
木
山
交
差
点
付
近
の
建
物
補
償
、
道
路
築
造
、
熊
本
高
森
線
の
建
物
調
査
、
用
地
補
償
、
道
路
改
良
工
を
行
う
。

都
住

－
６

継
続

当
該
地

区

益
城
町
及
び
熊
本
大
学
ま
し
き
ラ
ボ
と
連
携
し

、
道
路
空
間
模
型
等
に
よ
る
設
計
過
程
の
見
え

る
化
に
よ
り
住
民
意
向
を
反
映

建
物

及
び

宅
地

擁
壁

の
倒
壊

狭
隘

道
路

沿
い

の
建

物
倒
壊

木
山

交
差

点
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■
中
央
町
１
９
・
２
０
番
街
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

➢
所
在
地
：
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町

施
工
者
：
市
街
地
再
開
発
組
合

・
複
合
施
設
（
主
な
用
途
：
住
宅
２
１
０
戸
、
商
業
・
業
務
施
設
、
ホ
ー
ル
施
設
、
駐
車
場
）
延
べ
面
積
：
４
７
,
７
３
５
㎡

➢
鹿
児
島
中
央
駅
周
辺
は
、
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
業
や
様
々
な
開
発
な
ど
に
よ
り
、
ま
ち
の
活
性
化
が
進
ん
で

い
る
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
口
駅
前
広
場
に
面
す
る
当
該
街
区
で
は
、
建
築
物
の
老
朽
化
が
進
む
と
共
に
、
商
業
の
活

力
が
低
下
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
駅
前
の
立
地
を
活
か
し
た
再
開
発
を
促
進
し
、
に
ぎ
わ
い
と
ゆ
と
り
あ
る
都

市
空
間
の
創
出
な
ど
を
図
る
。

市
街

地
再

開
発

事
業

【
補

助
】

都
住
－
７

中
央
町
１
９
・
２
０
番
街
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

鹿
児

島
市

中
央
町
地
区

概
要
図

完
成

用
途
構
成
図

81



官庁営繕事業関係
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事
業
概
要

鹿
児
島
法
務
総
合
庁
舎
及
び
鹿
児
島
地
方
法
務
局
の
耐
震
性
能
不
足
・
老
朽
化
に
よ
る
不
具
合
解
消
を
目
的
と
し
、
災
害
応
急
対
策
活

動
に
必
要
な
機
能
を
確
保
し
た
国
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
鹿
児
島
城
(鶴

丸
城
)の

御
楼
門
の
周
辺
整
備
と
連

携
す
る
こ
と
で
観
光
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
、
「
歴
史
と
文
化
の
道
」
の
景
観
に
配
慮
し
た
庁
舎
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。


場
所

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市


構
造
・
規
模

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
上
5
階
地
下
1
階

延
べ
面
積
1
1
,
8
3
5
.
8
2
㎡


令
和
２
年
度
の
事
業
内
容

工
事
実
施

※
国
債
(五

箇
年
)の

三
箇
年
目

鹿
児

島
第
3地

方
合

同
庁

舎
整

備
事

業
【
直

轄
】

営
繕

-
1

入
居
官
署

鹿
児
島
地

方
検

察
庁

・
区
検

察
庁

鹿
児
島
地

方
法

務
局

鹿
児
島
保

護
観

察
所

鹿
児
島
財

務
事

務
所

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
か
ら
の

御
楼
門
の
撮
影
イ
メ
ー
ジ

歴
史
と
文
化
の
道
に
面
す
る

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
モ
ー
ル

事
業
費
：
1
,
6
1
3
百
万
円

継
続
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